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「大学における情報教育とICT活用の現状」
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高崎商科大学 商学部 経営学科（情報コース） 教授
日本システム監査人協会 理事

荒牧 裕一



自己紹介



講師紹介①

（学歴等）
◆昭和40年3月 名古屋市に生まれる。
◆昭和62年3月 同志社大学 法学部 法律学科 卒業
◆平成13年3月 大阪学院大学 商学部（通信制） 卒業
◆平成17年3月 信州大学大学院 工学系研究科 
博士前期課程（情報工学専攻） 修了

◆平成22年3月 神戸学院大学 実務法学研究科
（法科大学院） 修了

◆平成30年3月 大阪大学大学院 法学研究科 
博士前期課程 知的財産法プログラム特別コース 修了

◆令和 4年3月 立命館大学 テクノロジー・マネジメント
研究科 博士後期課程 修了



講師紹介②

（職歴）
◆昭和62年4月 西日本建設業保証（株）入社
◆平成 7年4月 （株）建設総合サービスに出向
◆平成12年3月 一身上の都合により 退職
◆平成12年4月 荒牧総合研究所を開業

（中小企業診断士事務所）
◆平成24年4月 京都聖母女学院短期大学 准教授
◆平成30年4月 大和大学 准教授
◆令和 2年4月 大手前短期大学 教授
◆令和 5年4月 かなざわ食マネジメント専門職大学 教授

◆令和 7年4月 高崎商科大学 商学部 経営学科 教授



講師紹介③

（主な資格－国家資格系）
◆昭和63年11月 司法書士試験合格
◆平成 3年12月 税理士試験科目合格（簿記論）
◆平成 6年 4月 中小企業診断士（情報部門）登録
◆平成 8年12月 税理士試験科目合格（財務諸表論）

◆平成12年 2月 米国公認会計士試験合格
◆平成14年 1月 マンション管理士試験合格
◆平成18年 6月 旧司法試験第２次短答式試験合格
◆平成21年10月 貸金業務取扱主任者資格試験合格
◆平成23年 6月 新司法試験短答式試験合格
◆平成23年11月 公認会計士試験合格



講師紹介④

（主な資格－ＩＴ系・各種検定）
◆平成 3年 6月 第一種情報処理技術者試験合格
◆平成 8年 1月 システムアナリスト試験合格
◆平成21年 6月 システム監査技術者試験合格
◆平成21年12月 ITストラテジスト試験合格
◆平成22年 6月 情報ｾｷｭﾘﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ試験合格
◆平成22年12月 ネットワークスペシャリスト試験合格
◆平成29年12月 情報処理安全確保支援士試験合格
◆平成 7年11月 秘書技能検定 １級合格
◆平成17年 3月 ＴＯＥＦＬ(CBT)最高スコア 250
◆平成17年 5月 ＴＯＥＩＣ最高スコア 965
◆平成19年11月 建設業経理士検定 １級合格
◆平成23年 4月 ビジネス会計検定試験 １級合格



高崎商科大学の概要
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学部・学科 等

高崎商科大学 商学部
経営学科（経営コース・情報コース・観光まちづくりコース）
会計学科（会計コース・金融コース）
（情報学科 ※2027年度開設予定）

高崎商科大学 大学院 商学研究科

高崎商科大学 短期大学部
経営学科

高崎商科大学附属高等学校
高碕商科大学 佐藤幼稚園
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在学生・教職員数（2025年5月現在）

在学生数
・商学部 経営学科 639人（収容定員520人）
・商学部 会計学科 337人（収容定員280人）
・大学院 1人（収容定員10人）
・短期大学部 132人（収容定員220人）

職員数 42人（2024年4月現在）

教員数
・大学・大学院 31人
・大手前短期大学 10人
他に、非常勤教員が同数程度
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特徴

人数的には小規模校
商学部の偏差値は40~50

資格（公認会計士・税理士）の指導に力を入れる
公認会計士試験 11年連続（合計39人） 現役合格

情報教育に熱心
情報系教員（常勤）が６名

情報学科の開設 情報教育棟の新築 を計画中

高校教員免許（商業、情報）が取得可能

毎週金曜日はオンライン授業のみを開講
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情報関係の開講科目等

出典：高崎商科大学HP「情報のTUC」https://juken.tuc.ac.jp/digital/
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情報系教員の紹介

出典：高崎商科大学HP「情報のTUC」 https://juken.tuc.ac.jp/digital/
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ICT活用の現状

Zoomの利用
オンライン授業（毎週金曜日）＊教員にライセンス配布
教授会（原則）、各種委員会（原則）、教職員研修（半分）

学修支援
教務システム一体型ポータルシステム 「A-Portal」
70以上の大学・短大で採用、＊統計処理等も可能

学生・教職員間の連絡
SNS風ツール「Melly」を使用 ＊レポート提出にも利用

教職員内の事務連絡等
サイボウズ「Garoon」を利用
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「A-Portal」の画面例
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「Melly」の画面例

出典：しくみデザイン研究所HP「授業支援SNS melly」https://manabi-labo.co.jp/product/melly/



情報系学部の開設
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近年の開設例（関西）

2023年 大和大学 情報学部
2023年 京都女子大学 データサイエンス学部
2023年 武庫川女子大学 社会情報学部

2025年 兵庫大学 システム情報学部
2025年 追手門学院大学 理工学部

（数理・データサイエンス学科、情報工学科）
2025年 大阪産業大学 情報デザイン学部
2025年 関西大学 ビジネスデータサイエンス学部
2026年 京都橘大学 デジタルメディア学部
2026年 関西国際大学 情報デザイン学部
2027年 大手前大学 情報学部（予定）
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情報系学部開設の背景

AI・データサイエンス人材育成の強化
※2016年に6つの拠点大学を指定
※「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」

文科省「大学・高専機能強化支援事業」
デジタル・グリーン等の成長分野を担う理系人材育成
のための学部再編への補助金制度（最大20億円）
（公立・私立の理工農の学位分野が対象）
※第１回（2023年）選定 67件（内43件が情報系）
 第２回（2024年）選定 59件（内40件が情報系）

 第３回（2025年）選定 27件（内18件が情報系）
※2032年度まで受付
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数理・データサイエンス・AI教育
プログラム認定制度

出典：文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm
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大学・高専機能強化支援事業

出典：文部科学省「大学・高専機能強化支援事業の初回公募の選定結果について」P1



教育×情報の現状
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オールドメディアの衰退

E-Mailの衰退
・連絡はSNSが主体。学内の連絡もMellyを使う
・就職活動の際に再度指導する
→就活の早期化により、１年次から指導する必要性
・タイトル無、自分を名乗らないmailが多発
・アドレスを全角で入力、大きすぎる画像データ

電話の衰退
・発信者番号通知により個人からの電話に出てもらえない
・大学の代表電話からの通知には出てもらえ易い

紙媒体の減少
・コピー、プリンタを使わない
・授業資料もPDF等でネットで提供
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授業運営のICT化の弊害

出席のICT化
・授業開始時に入口の端末に学生証をかざす
→終了時にはチェックしない
・授業開始時にA-Portalでパスコードを入力（本学）
→教室にいなくても出席にできる？

小テスト・アンケート等をネットで実施
・集計処理には便利
→教室にいなくても解答・回答が可能？

授業資料をネットで提供
→出席しなくても授業内容の把握が可能？

教室にリアルに出席しなくても単位が取れる？？
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BYOD（Bring Your Own Device）
ＰＣ教室を廃止し、学生個人のＰＣを持参させる。

背景
・情報系授業以外でのＰＣ使用の増加
・オンライン授業対応のため全学生がＰＣを保有
・ＰＣリース、アプリのライセンス料の負担増大
・無線LAN・電源の強化は先行して実施済

問題点と対応策
・ＰＣを忘れる→ＰＣの当日レンタル
・荷物が増える→過半が自動車通学、ロッカーの貸与
・トラブル対応が難しい→学生サポーターの強化
・アプリのライセンス料→一部学生負担（￥5,000）

BYODへの移行
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PC貸与コーナーと学生用ロッカー
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セキュリティ教育

教職員向けのセキュリティ研修
・個人情報・プライバシー保護については厳しい
・オンライン授業では顔出しをさせないのが原則

学生向けのセキュリティ教育
 1)パスワードの管理
 2)アンチ・ウィルスソフトの導入（現在はほぼ不要に）
 3)フィッシング詐欺等への注意喚起
 4)SNS利用での誹謗中傷等
 5)著作権侵害の防止
・コピペがＯＫの場合とＮＧの場合
→レポート・論文の引用ルールと合わせて指導
・ネット利用における著作権侵害
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ネット利用（YouTube等）と著作権

カラオケの歌唱動画 ×
カラオケメーカーに著作権のある音楽で歌唱した動
画の公開：著作隣接権侵害

ゲームのプレーの動画 △
ゲームでプレイした動画の公開は、原則はゲーム画
面の著作権侵害。一定条件下で認める会社も多い

ダンスの動画 △ ダンスが振付師に著作権がある場合は著作権侵害

自分で曲の演奏の動画 〇
ユーチューブが日本音楽著作権協会の許諾契約を
結んでいるため、違法ではない

動画のBGMにＣＤ等を
かける

×
ＣＤ会社に著作権のある音楽の公開：著作隣接権
侵害

背後に美術写真が映っ
たり、音楽が入り込んだ

〇
偶然背景に絵画や音楽などが入ってきた場合には
違法ではない

他人が作った作品を
ホームページに掲載

×
自分が著作権を持たない他人の音楽や写真等を無
許可でアップロードするのは違法となる

違法著作物の違法ダウ
ンロード

×
ネット上に違法にアップロードされている映像・音声
の著作物を、違法なものであると知りながらダウン
ロードする行為は違法となる
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ＩＲの浸透

ＩＲ（Institutional Research）とは
教学や大学運営の評価・改善を目的とした情報収集
→認証評価（７年ごと）、自己点検（毎年）で不可欠

収集する情報の例（教学）
 ・入学者選抜の結果
 ・アセスメントテスト（外部業者を利用）の結果
 ・授業科目の成績やGPA（グレードポイントアベレージ）
 ・授業評価アンケートの結果
 ・学生生活満足度調査の結果
 ・施設設備アンケートの結果
 ・DPルーブリック自己評価の結果
 ・卒業生対象アンケートの結果
 ・DPについての対企業アンケート  
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生成AIの活用？？

現在の生成AIは「です・ます調」「計算処理」にも対応

レポート等
当然のように学生は利用してくる
→（AI以外の）参考文献を明記させるよう指導

卒業研究
・先行研究の論文をAIに要約させる
・統計処理（重回帰分析等）をAIで出力
・分析（SWOT分析等）もAIを使う

就職活動
・エントリーシートの「志望動機」「自己ＰＲ」欄作成で多用
→エントリーシートを廃止する企業（ロート製薬 等）も



30

ご清聴ありがとうございました。
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